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平成２０年の初春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。

日頃パートナーをご愛読の皆様におかれましては、希望に

満ちた輝かしい新年をお迎えになられたことと存じます。

年頭にあたりまして、ひとこと年頭のご挨拶を申し上げます。

さて、昨年は世界の基軸通貨となってきました米国ドルの不

安、またユーロの台頭など国際的金融の変動が続き、この流

れは新しい年を迎えても急激な変化は見られないであろうと

予想されております。

一方で温暖化ガスの削減など世界的規模での環境問題が

昨年にまして、より深刻化された問題としてクローズアップされ、

省エネルギー化、環境負荷の軽減がさけばれる年になるもの

と考えます。

環境問題は、経済の成長との諸刃の刃という見方もでき、

発展途上国の石油の大量消費と建設設備投資と反対の相

関があると言われております。わが国においては原油の大量

消費の時代は終わったと言われておりますが、原油資源をま

ったく持たないわが国においては、最近の原油価格高騰の影

響が表面化しつつあります。

製造業の関連では、昨年よりアルミニウムをはじめとした非

鉄材料、プラスチックなどの資材の大幅な価格高騰が始まっ

ており、これに備えての物づくりの対応に積極的に取り組まな

くてはなりません。

設計から製造販売までのすべてのプロセスを巨視的な観

点で見直し、時代の変化に合った選択ができる知恵を働か

せ、顧客が要求する高品質且つ地球環境に優しい製品を供

給するというメーカーの実力が試される年であると言っても過

言ではありません。

おかげさまで弊社は、昨年、会社設立７５周年を迎えること

ができました。私はこの７５周年を創業の原点として位置づけ

時代の変化に柔軟に対応できる企業体質作りをし、弊社の歴

史を未来につなげる意味での新たなスタートの年にすること

を誓いました。

平成２０年、子年、干支が一回りしての干支のスタートの年

でもあり、時のめぐり合わせを幸運としてとらえ、社員一丸とな

って邁進する所存でございます。皆様方の倍旧のご支援ご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げます。

新しい年が、皆様並びにご家族様にとりまして良い年とな

りますようお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

年 頭 ご 挨 拶

トーハツ株式会社

代表取締役社長 金子　満
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業界No.1のシェアと高品質を誇るトーハツ可搬消防ポンプの新

しい製造拠点として駒ヶ根工場は昨年9月に操業が開始されまし

た。既に当地で操業しているトーハツマリーン株式会社と共に南

と中央の両アルプスを望む広大な敷地の中に立地した新鋭設備

を備えた工場です。

可搬消防ポンプを構成する部品の加工から組立て･運転までの

工程がありますが、高品質を維持する現場での造り込みと言う考

え方が徹底されており、工程と工程の間には品質をチェック

する関所があり、このシステムがトーハツ可搬消防ポンプ

の品質を支えているといっても過言ではありません。

トーハツは時代の要求に沿い、昨年は業界初

の４ストローク可搬消防ポンプを開発し生産を

開始しました。環境に配慮した４ストローク可

搬消防ポンプが緑豊かな駒ヶ根の地で生産

される、まさにグッドコラボレーションと言える

でしょう。

今後ますます多様化する顧客ニーズに対応

し、社会に役立つ可搬消防ポンプを世界中の人々に使って頂き

たい。そんな思いを胸に駒ヶ根工場の社員一同は一丸となって

努力を続けてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

（駒ヶ根工場／松原）

グッドコラボレーション 駒ヶ根工場

自然災害からテロ災害まで、社

会に潜むあらゆる危機に備えるべ

く災害用資機材製品をメインにし

た「危機管理産業展２００７」が、去

る１０月１７日(水)・１８日(木)・１９日

(金)の３日間にわたり東京ビッグサ

イトで催されました。この産業展に

は、「アスベスト対策環境展」や「テ

ロ対策特殊装備展」と言った今日

的な話題性に富んだ展示会も同

時併催され、入場者はこの３日間で延べ７６，３００人を数える

など、産業界を始め一般

市民の関心の高

さを示しま

した。

トーハ

ツではこ

の機を捉

えて、環境対

策に格段の配慮をした新型４ストローク消防ポンプを中心に、

救急・救助、及び災害対策用資機材製品を展示。業界を始

めとする幅広い人々にトーハツの災害対策用製品を大きくア

ピールしました。おかげ様でたくさんのユーザーから質問や

ら問い合わせを頂き、大盛況裏に閉幕しました。

なお、当日ご来場いただきました特約販売店の皆様には、

誌面をかりて厚くお礼申し上げます。

（防災営業部／友田）

“危機管理産業展2007”開く

救助・救急
災害対策用資機材を
展示アピール

救助・救急
災害対策用資機材を
展示アピール
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普段は家事･育児など主婦業やお仕事の傍ら、各地域で初

期消火活動や災害現場の救護活動などにも広範に活躍して

いる女性消防隊による第１８回全国女性消防操法大会が、去

る１０月２５日、今年も横浜市の消防訓練センターで開かれま

した。

我が故郷に、今年こそは大優勝旗を持ち帰りたいと願う

地元有志や選手のご家族、消防関係者などが大応援団を繰

り出し、観覧席を埋め尽くしました。午前９時、大会は選手入

場とともに開会を宣言。国旗の掲揚、優勝旗変換、そして主

催者の(財)日本消防協会・片山会長の挨拶や来賓者祝辞など

の後、いよいよ全国各都道府県代表４７チー

ムによる操法競技がスタートしました。

さすが各チームとも各都道府県を代表するだけあって、タ

イム、総合得点ともに僅差の争い。しかし、ちょっとした一瞬

の隙が大きなロスを生み、得点に結びつかないケースが多

く見られたようです。そうした中

で隙のないプレーで高得

点を上げ、一歩抜け

出したのが岐阜県

代表の恵那市女

性消防隊。そして

１４番目にトーハツ消防ポンプを擁して演

技した鹿児島県の出水(いずみ)市女性消

防隊チームが、先行する恵那市女性消防

隊チームに激しく迫りましたが一歩及ば

ず同チームが第１８回大会を制しました。

惜しくも準優勝にとどまったとは言え、

鹿児島県出水市女性消防隊のその若い力

を結集したはつらつとしたプレーに、観覧

席から割れんばかりの大きな拍手が送ら

れました。これも日頃の猛訓練の成果が

結実したもので、まことにおめでとうござ

います。またトーハツ消防ポンプで出場し

優秀賞を受賞された大阪府の豊中市女性

消防隊チーム、優良賞を受賞された福島

県の飯館村女性消防隊チームには、誌面

をかりて心からお祝い申し上げます。

最後になりましたが、トーハツ消防ポン

プで出場されたその他各チームの皆様に

も厚くお礼申し上げますと共に、‘０８年が

更に輝かしい年になりますよう衷心より

お祈りいたします。

（防災営業部）
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岐阜県 

秋田県 

鹿児島県 

茨城県 

大阪府 

福岡県 

福島県 

鳥取県 

埼玉県 

熊本県 

徳島県 

香川県 

消防隊名 

恵那市女性消防隊 

大館市女性消防隊 

出水市女性消防隊 

常陸太田市女性消防隊 

豊中市女性消防隊 

宗像市女性消防隊 

飯舘村女性消防隊 

若桜町女性消防隊 

川口市女性消防隊 

人吉市女性消防隊 

鳴門市女性消防隊 

丸亀市女性消防隊 

総合得点 

９８ 

８８ 

８７ 

８６ 

８６ 

８４ 

８１．５ 

８０ 

７９．５ 

７９．５ 

７７．５ 

７７ 

タイム(秒) 

５１．１８ 

５４．８９ 

５５．９６ 

５６．９３ 

５６．６９ 

５７．３８ 

５７．２９ 

６１．７８ 

５５．１８ 

５８．１８ 

５６．８４ 

５７．６９ 

成績表 

見事準優勝した鹿児島県出水市女性消防隊チーム

表彰状を授与される鹿児島県
出水市女性消防隊の隊員

地
元
応
援
団
の
大
声
援
を
背
に

緊張の一瞬
大阪府豊中市
女性消防隊チーム

チームプレー抜群
大阪府豊中市
女性消防隊チーム



今年も関東マリン事業協会主催による「２００７

横浜フローティングボートショー」が、快晴に

恵まれた去る１０月５日・６日・７日の３日間、

横浜ベーサイドマリーナで開かれました。

アウトレットモールが併設された同マリー

ナ展示会場には、国内ボートメーカー品から輸

入品まで全２５艇が一堂に勢揃い。ブランド品など買い

物をかねた行楽客から熱心なボートファンまで、昨年を大幅に上回

る来場者があり盛況を極めました。

トーハツでは、つい先日ボート専門誌で紹介されたばかりの人気艇ＴＦＷ－１７

Ｒ、及び低燃費・ハイパワー船外機ＭＤ１１５Ａを搭載したＴＦ－２３５ⅥＳＣ艇を出展。

中級から上級クラスの多くのユーザーに高い評価をいただくと共に成約もあり。大

成功のうちに閉幕しました。 （マリン関東／飯島）
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２００７横浜フローティングボートショー 盛況！

回を重ねるごとに集客率急上昇中の関西フローティング

ボートショー。今年も去る１０月６日～８日の３日間、おな

じみの新西宮ヨットハーバーの特設会場で開催されました。

このイベントの特徴は、ボートを見て、触れて、海で即試

乗運転できるのが最大の魅力。ちなみに両日の入場者数

は、前回より約４０％増の延べ約６，８００人。比較的質の高

いユーザーが多いようです。

トーハツでは、燃費とパワーの両立性が受けて、引き続

き‘０８年度の期待を担うＴＬＤＩエンジン「ＭＤ１１５Ａ」を搭

載したＴＦ－２３５Ⅵ艇、及び同ＭＤ７０Ｂを搭載したマーベ

ラス21αの２艇を試乗艇として投入。さすがユーザー。

そのへんの情報はちゃんと熟知していて、試乗予約に隙間

なし。スタッフも、その多忙さにてんてこ舞い。しかし試乗を

終えた多くのユーザーが｢あの静かさと加速パワーには圧倒されま

した！｣と語ってくれる感想には、スタッフ一同おおいに癒されたようです。

（マリン関西／中島）

各地でフローティングボートショーが人気を集める中、去る１０月

１３日・１４日の両日、愛知県蒲郡市のラグナマリーナで催された中

部フローティングボートショーも、絶好の行楽日和に恵まれ朝から大

勢のボートファンで賑わいました。

トーハツでは、ＭＤ１１５Ａ船外機をセットしたＴＦ－２５０ＳＣ艇、及

びＭＦＳ３０Ｂ船外機をセットしたＴＦＷ－１７Ｒの２艇を試乗艇として

出展。いずれのモデルも使いやすさと好デザイン、しかもリーズナ

ブルな価格設定がうけて、他社を上回る試乗艇の出航数を

記録。終日フル回転ぶりでした。

試乗を終えた各ユーザーは、一様にＭＤ１１５Ａのパワフルな魅力とＴＦ－２５０ＳＣ艇の乗

り心地に大満足。一方ＴＦＷ－１７Ｒ艇の機動性や使い勝手の良さにも大きな評価を頂

きました。

今回の来場者数は前年比約９０％と、やや落ち込んだとはいえユーザーにとっては１２

０％の満足度でした。

（マリン中部／垂穂のパパ）

各社自慢のボートが勢揃い
２００７横浜フローティングボートショー 盛況！

燃費とパワーで
ユーザーを圧倒！
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週末は気軽に乗れるミニボートで楽しんで下

さいと、秋の行楽シーズンたけなわの去る10月

20日・21日の両日、日本舟艇工業会主催によ

る“ミニボートフェスィバルin 船の科学館”が

東京･お台場の「船の科学館」で催されました。

このような本格的なミニボートフェスティバル

が都内で催されたのは今回が初めて。日本財団

の協力もあって、内外のミニボートメーカーや各

社船外機メーカーが数多く参加し、連日家族連

れやミニボートファンで賑わいました。

会場内にはミニボート体験試乗コーナーも設

けられ、家族ぐるみでボート遊びに興じる風景が

あちこちで見られました。また国方誠一氏や小野信昭氏、植村敬久氏など

専門家による安全対策についての講習も開かれ、｢遊べる場所｣、｢水辺に

下ろせる場所｣、「保管と運搬」などについてユーザーから様々な意見や質

問があい次ぎました。このことはミニボートにとどまらずマリンレジャー全般

の問題として、広報活動のさらなる充実が望まれていることを実感しました。

今回の同フェスティバルの延べ入場者数は約1000人余。手応えを感じ

た主催者・日本舟艇工業会の釣谷専務理事は、ミニボートの普及振興を目

的に今後も継続して開催して行きたい、と語っていました。

（マリン課／田中）

岐阜市にあるトーハツ特

約販売店の(株)ウスイ消

防では、秋の研修旅行の

一環として、去る１１月

３０日、社員全員でトーハ

ツ駒ヶ根工場を訪れました。この

研修旅行は臼井社長の発案によるもので、メインの扱い商

品｢可搬消防ポンプ｣への知識をより深め、拡販に弾みをつ

けようと実施されたものです。

見学コースは、組立てから完成品の試運転、更に発送ま

での各工程の流れを研修しました。とりわけご一行が興味

を惹かれていたのは、ポンプの組み上げ完了後の試運転試

験や性能検査での測定に、普段ではあまり使用しない測定

機器にびっくりされるなど、消防ポンプの精緻な一面を再

認識されたようです。また消検受検合格後のポンプがスト

ックされている倉庫では、その中の一部に「(株)ウスイ消

防様発送分」があることをご一行が発見。「このままバスに

積んで帰ろうか」、と言った冗談が飛び交うなど和気あいあ

いの見学会です。

一方、アフターサービスなどに欠かせないパーツ類の受

注・発注業務の見学では、パーツ点数の多さや膨大な取り

扱い件数の多さにご一行もびっくり。パーツナンバーのチ

ェックと厳しい管理を改めて認識すると共に、自社の管理

方式に反省の弁も聞かれる神妙ぶりでした。(株)ウスイ消

防様ご一行は、この度の体験を今後の拡販に大いに役立た

せることでしょう。大変お疲れ様でした。

（防災営業部）
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和歌山県有田川町へ
軽四駆積載車１４台納入

多くの山間部に占められた和歌山県有田川町では、かねてよ

り同地域に一番適した消防ポンプの選定を急いでおりましたが、

このほど自動中継ポンプ「ＶＣ７２ＡＳ－Ｒ」を搭載した軽積載車14

台の採用を決定。去る１１月２２日、特約販売店の(有)和歌山防災

協会から同町へ納入されました。

納入に伴う交付式では、同町職員や関係者、消防団員などが

出席して行われ安全を祈願。また式典の一環として行われた納

入ポンプの放水運転では、自動的にエンジンが始動すると消防

団員の間から一斉に拍手と歓声が上がるなど、待望の自動中継

ポンプを前にして地域防災へ、団員の熱い思いが伝わってくる

交付式でした。

トーハツポンプをご採用頂いた有田川町、そして販売にご尽

力頂いた(有)和歌山防災協会様には厚くお礼申し上げますと共

に、同町消防団員の皆様の今後のご活躍を祈念申し上げます。

（防災関西／山口）

今冬初の寒波襲来。雪の降

る大荒れの天候に見舞われ

た去る１１月２３日、新潟県の

佐渡島で催された産業祭に、

トーハツ特約販売店の（株）マ

リン商事のサブ店・（有）春川

商店がトーハツ船外機を出展

しました。

出展された機種は、４ストロークの６／９．８／２５馬力の各３モ

デル。とりわけ２５馬力はインジェクション方式で燃費抜群。始動性

も素晴らしく地元漁師さんの人気の的と言ったところです。オー

プン早々から成約を決めるなど、悪天候にしては来場者も多く大

盛況の産業祭でした。（株）マリン商事・（有）春川商店様、寒いな

か大変お疲れ様でした。 （マリン関東／榎本）

寒波襲来の佐渡島で
産業祭!

和歌山県有田川町へ
軽四駆積載車１４台納入

宮崎県の小林市では、防災力強化策に伴う平成１９年度採用

ポンプの機種選定を急いでおりましたが、今年度はＶＣ７２ＢＳ搭

載の積載車５台、及び現有の積載車に搭載する３台の更新用ポ

ンプとしてＶＣ７２ＰＲＯの採用を決定。去る10

月28日、同ポンプ８台が一挙に納入さ

れ、爽やかな秋空の下、納入式が厳

かに執り行われました。

式典には同市の消防関係者や消

防団員などが多数出席。同県の特

約販売店(株)武田ポンプ店の本部

営業部長をはじめ、担当スタッフ

の手際よい納入作業もあって神事

も無事終了。

その後、消

防団による積

載車の一斉放水などが行われ

納入式が閉幕、同市の各消防

団に配備されました。消防団の

皆様には、今後益々のご活躍を

お祈り申し上げます。

（防災九州／小河）
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